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設立年月日

所在地

千葉市にふさわしい文化を総合的に振興して、市民文化の向上、地域文化の振興、男女共同参画社会
の形成促進に資する事業を展開し、もっていきいきとした個性豊かな市民文化の形成に寄与することを
目的とする。

千葉市中央区中央２丁目５番１号
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６　活動指標(個別指標）

７　経営改善計画
Ｒ 7 年度 ～ Ｒ 11 年度

＜取組項目＞

賛助会員数（人）

379,353
100,934,934

経営課題

R6年度R5年度 R7年度 備考活動指標

計画期間

経営方針

特記事項取組前
(Ｒ6年度)

目標
(R11年度)

文化芸術情報を幅広く収集し発信 

取組項目

一部実施 実施 一部実施
実施

①すべての市民が文化の魅力を知り、文化を享受できるよう積極的、計画的に事業展開し、千葉市の魅力を高めます。
②すべての市民が個人として尊重され、お互いに対等な立場であらゆる分野に参画する機会が確保され、責任を分かち合
う社会の実現を目指します。
③個性豊かな文化を市民と協働で創造し、千葉市の活力を高めます。
④多様化複雑化する市民のニーズを的確に捉え、市民の満足度を高めるサービスに努めます。
⑤ 公平で安定した事業展開や特色のある魅力的な施設運営ができるよう経営基盤を強化し、効率的・効果的な財団経営
に努めて自主自立を目指します。

実施

実施

実施

公益法人改革への対応
人材育成の実施、組織力の向上

市民サービスの拡充

ホームページ等を活用した広報体制の拡充 実施

13,332,896文化事業入場料等収入（円） 14,283,782 10,989,013
134,456,456

425,160
文化施設利用料金収入（円）

文化施設利用者数（人）

実施 実施
実施 実施

文化芸術事業推進のための助成金等の活用 

    年度策定の計画

181 236

現状
(R7年度)

一部実施

123,548,980

185

経営の効率化
様々な年齢層を意識した文化芸術事業を実施

アーティストバンク登録者への文化芸術活動の支援 

421,008

①組織・人事
・公益財団法人として、公益法人制度改革への対応が求められる。
・職員の高齢化が進んでおり、今後、退職者が増えていく中、既存の職員に代わる新たな人材の確保が必要である。
・既存の職員の高齢化に伴う、若手職員へのノウハウの継承が必要である。
・職員が継続して業務に取り組めるよう、モチベーションの向上を図る必要がある。
②事業
・少子高齢化や人口の減少など社会情勢の変化、時代の変化に対応し、将来を見据えた長期的な事業展開を図る必要が
ある。
・充実した文化振興事業を推進するため、新たな財源の獲得が必要である。
・第３次千葉市文化芸術振興計画の基本目標を踏まえ、計画的に文化振興事業を展開する必要がある。
・男女共同参画を推進するため、総合的な事業展開を図る必要がある。
・男女共同参画に関する団体や市民の活動を支援、協働と連携を進める必要がある。
③財政
・公益法人制度改革に伴う、新たな公益会計基準への対応が求められる。
・文化施設は利用料金制度を導入しているため、安定した利用料金収入の確保を図る必要がある。

一部実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

旧制度実施

実施

実施

実施

一部実施

実施スケジュール策定 実施 実施

実施 実施 実施
実施

62歳

実施

新制度実施

透明性・公平性の確保

安全・確実な財産の運用
団体の資金運用

人事考課制度の充実

実施

実施

実施

適正な財団運営

実施実施

実施

職員研修の実施

実施
人事・給与制度

危機管理マニュアルの徹底

組織・運営体制

人材の確保
定年年齢の段階的引き上げ 61歳

関係法令の講習・研修

実施 実施

男女共同参画社会の形成に関する各種事業を展開 実施 実施 実施
利用料金割引制度の拡充 実施 拡充 検討

64歳
実施 実施

実施 実施

経営改善計画の策定

実施実施 実施



８　外郭団体による評価

総合評価

経営の効率化、組織・運営体制の改善、施設の改修・整備を行うとともに、様々な年齢層を対象として多彩な文化芸術行事
の開催、男女平等意識の啓発等に係る展示・講座等を実施し、公益目的事業の推進に努めることができた。引き続き、文
化事業においては、千葉市の文化行政を補完、代替、支援し、個性豊かな市民文化の形成を、男女共同参画事業において
は、千葉市と緊密に連携を取り、男女の自立と対等な社会参画促進を目指す。

取組項目に関する評価

経営改善計画に沿って取組みを進めるとともに、第３次千葉市文化芸術振興計画・第５次千葉市男女共同ハーモニープラ
ンを柱とした事業展開を行っていく。今後の方針

（１）経営の効率化
①文化を創造する人材の育成
　小学生までの子ども達を対象に舞台芸術活動のきっかけ作りを提供する「キッズフェスタ」を実施したほか、
高齢者や障害者など幅広い市民が文化芸術を享受できる「文化芸術推進プログラム」や、市民が主体となる
「市民創作プロジェクト」では、「市民創作ミュージカル」の公演を実施した。
②文化芸術活動への支援
　音楽のジャンルを問わず活動している高校生バンドなどを対象に、日頃の練習成果を本格的な舞台で披露
する機会をつくり、若者文化の賑わいを創出する「Ｃフェス」を実施したほか、アーティストバンクちば登録アー
ティストの活動を支援するため、市内のイベント等への出演依頼に対する紹介、斡旋を行った。
　また、「よろず相談」として、文化活動を行っている団体や個人の舞台公演、イベントなどの文化芸術に関す
る相談に対応した。
③男女共同参画事業の実施
　男女共同参画社会実現のために調査研究、情報収集提供、相談、研修学習、交流啓発を実施した。男女共
同参画に関する幅広いテーマ展示をするとともに、女性の社会進出促進のための講座の実施、連携する関係
機関等への出張講座を実施した。
（２）組織・運営体制
全国公益法人協会の講習会を受講するなど、継続的に法令順守の徹底を図るよう務めた。
（３）人事・給与制度
全国公立文化施設協会、千葉市外郭団体等連絡協議会等の研修に参加し、団体の特性を保持し高めていく
ために必要な職員の資質向上に取り組んだ。また、人事考課制度により、職員の能力や勤務実績等を評価
し、その成果を給与処遇に反映することで職員の勤労意欲を高めることに努めた。
（４）団体の資金運用
資金管理運用に基づき、安全性の確保を第一に資金運用を行った。
（５）経営改善計画の策定
令和７年４月に策定した「第４次経営改善計画」に基づき「組織・人事」「事業」「財務」「その他の取組み」につい
て、計画に示されたスケジュールに沿って取り組んだ。



９　所管局による評価

今後の方針

総合評価

取組項目に関する評価

経営の更なる効率化に向け、以下の項目について取り組まれたい。
・職員の平均年齢や人件費率が高いことから、団体の規模、事業内容等を踏まえた組織体制の構
築、および人材の流動化を促進されたい。
・団体の経営改善に資する自主事業や収益事業の展開を進められたい。
・第３次千葉市文化芸術振興計画・第５次千葉市男女共同ハーモニープランを軸に千葉市民の文
化芸術の向上・男女共同参画社会の実現に向けて貢献されたい。

経営改善計画に定められた各取組項目が概ね着実に実施されており、計画どおりに進められてい
る。
文化振興財団が長年に亘り培ったノウハウを活かしながら、設立目的を達成するため継続的に実
施している取り組みに加え、社会情勢の変化に応じた事業の実施や、市民ニーズを踏まえた積極
的な事業展開に期待する。

（１）経営の効率化
文化芸術活動を支える人材育成や活動機会の提供をし、全世代の市民文化の向上、地域文化の
振興の推進に努めた点や男女共同参画社会の実現に向けて多様な方法で事業を推進した点は
評価できる。
（２）組織・運営体制
講習会への参加を通じ、継続的に適切な体制を構築していることは評価できる。
（３）人事・給与制度
研修参加による職員の資質向上に努めたり、人事考課制度により職員の勤労意欲を高める取り
組みは評価できる。
事業実施に効果的な情報収集を積極的に実施するなど、団体の経営改善に資する自主事業の企
画立案に寄与する人材育成に取り組まれたい。
（４）団体の資金運用
資金運用基準に基づき、安全かつ確実な資金運用を行っていることは評価できる。
（５）経営改善計画の策定
経営改善計画に基づき、各項目について着実に取り組んでいることは評価できる。
市民ニーズや市の施策を踏まえ、団体の設立目的を実現する上で問題となる経営上の課題等に
ついて引き続き整理されたい。


